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 8 週齢の F344 ラットから肺と皮下脂肪組織を摘出し、ドデシル硫酸ナトリウム
（Sodium Dodecyl Sulfate; SDS）を用いた脱細胞化プロトコールで肺の細胞外骨格を抽
出し、コラゲナーゼで皮下脂肪組織から ADSC を単離して培養増殖させた。以下の 3
群に分け 3次元培養システムで肺血管を再構築した。 
A) 血管内皮細胞（単独）での血管再構築 
B) 血管内皮細胞と ADSC の共培養を用いた血管再構築 










・ 三次元培養 8日目と 16日目の両時点における CD31陽性細胞数の比較から、血管
内皮細胞の減少率を算出し、血管内皮細胞の生存率を比較した。同時に、血管内
皮細胞におけるPCNAとTUNELの染色を行い、増殖とアポトーシスを比較した。 
・ PCR arrayを用いた血管新生関連遺伝子発現の網羅的解析を行い比較した。 
・ 同系ラットへの同所性肺移植を行い、人工肺の血栓形成と気道内出血を比較した。 
 












考   察 
 
 本研究では、脱細胞化技術を用いた三次元的な高次構造の肺細胞外骨格における、
脂肪組織由来間質細胞と血管内皮細胞を組み合わせた肺血管網の再構築法を開発し、
従来よりも生体に近い耐久性のある人工肺血管網を構築できることを明らかにした。
同時に、肺血管の再生において脂肪組織由来間質細胞は有望な細胞源となりうる可能
性を示唆した。 
 今後は、MMP などのプロテアーゼの発現調整によって、間質への細胞の増殖制御
を行い、脂肪組織由来間質細胞の増殖や分化誘導を制御した肺血管の再構築を行う。
加えて上皮系細胞の生着も行って、さらに完成された肺を創出したい。 
 
 
